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学術機関における研究データ管理の進め方 

名古屋大学における研究データ管理体制の整備

2019年5月29日 
名古屋大学 

学術研究・産学官連携推進本部URA　吉田 千穂

RDM推進のためのURAミッションとは 
〈名古屋大学の場合〉



はじめに
• RDMは、学内におけるステークホルダーの抽出と組織体制づくり
が不可欠である。 

➡学術研究支援や産学官連携を推進するURAは、ステークホル
ダーであると認識。 

➡しかし、組織としての議論は始まっていない。 

※本発表は吉田の個人的見解であり、学術研究・産学官連携推進本部
としての決定事項ではありません。
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名古屋大学　学術研究・産学官連携推進本部について
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基礎研究から産学官
連携に至るまでを 
一貫した体制で推進

（H25～）

事務局研究協力部との
連携のもと、 

国内最大規模のURA 
 （約50名）を配置

学内の大型研究開発
プロジェクトと 
密接な連携

全学的な研究者支援の
更なる充実と「組織対
組織」連携を目指す。
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企画・プロジェクト推進グループ 
• 学術・産連活動企画・運営 
• 研究力の調査・分析 
• 拠点型研究プロジェクト形成 
• 理系・文系分野別支援 
• 外国人研究者支援 
• 科研費を含む競争的資金獲得支援 
• 大型プロジェクト支援（COI, GaN） 
【評価企画担当】 
• IR分析、戦略提案

人材育成・情報発信グループ 
• アントレプレナーシップ教育 
• 大学発ベンチャー支援 
• URA の教育主導（スキル認定含む） 
• 若手PI 育成 
• 博士課程教育推進機構連携 
【研究広報ユニット】 
• 研究成果の情報発信 
• アウトリーチ活動 
• Web 管理

産学協創・国際戦略グループ 
• 共同研究戦略企画 
• 共同研究マネージメント 
• 包括連携契約支援 
• 指定共同研究推進 
• OI推進室連携 
• 地域中小企業連携 
• 研究支援DB の運用・管理 
【国際戦略ユニット】 
• 国際産学連携、外国契約支援 
• 欧米事情リサーチ

学術・連携リスクマネジメント部門 
• 安全保障輸出管理 
• 利益相反マネジメント 
• 共同研究契約等支援

知財・技術移転グループ 
• 知的財産の創出支援・出願・権利取得 
• 知財権のライセンス・譲渡などの技術移転 
• 大学発ベンチャー創出支援 
• 共同研究契約書のレビュー

競争的資金獲得支援、産学官連携推進、IR、人材育成、研究広報、知的財産活動支援と、
学術研究活動に不可欠な支援を一元的に提供しています
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出典：「第2章　研究データ管理サービスの設計」P.4 2.2.1 研究データ管理サービスの全体像  
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/index.php?active_action=repository_view_main_item_detail&page_id=46&block_id=79&item_id=128&item_no=1

名古屋大学URAの役割
①研究助成機関に関する情報収集→名大ポリシー検討へ 
②研究助成申請に関するDMP作成支援 
③ライセンス支援

①
②

③
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名古屋大学URAの役割①
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[作る人] 
名古屋大学 
担当理事 

研究コンプライアンス担当 
情報戦略室／情報連携統括本部 

図書館職員／URA　等

[作る人] 
研究助成機関

[作る人] 
学会・出版者

つ
な
ぐ
人

URA

出典：「第2章　研究データ管理サービスの設計」P.5  2.2.2 研究前の支援  
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/index.php?active_action=repository_view_main_item_detail&page_id=46&block_id=79&item_id=128&item_no=1

研究助成機関のポリシーを把握し、研究機関ポリシー策定のための情報提供を行う



名古屋大学URAの役割②
• AMED 
• JST「戦略的創造研究推進事業」CREST、さきがけ、ERATO、ACCEL
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「JSTにおけるオープンサイエンスへの対応 (DMP導入試行をはじめとして)」2017年2月14日 
科学技術振興機構 知識基盤情報部 小賀坂 康志氏による講演資料 
https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2016/pdf/20170214_4.pdf

「研究者の皆様へ」データマネジメントプランの提出について（平成30年3月20日） 
国立研究開発法人日本医療研究開発機構(AMED) https://www.amed.go.jp/content/000030140.pdf

研究助成申請時において、研究者へDMP作成支援を行う

https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2016/pdf/20170214_4.pdf


名古屋大学URAの役割③
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RDMにおける著作権、知的財産権等における活動支援を行う→新たな産学共創へ
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出典：「第5章　研究後の支援 」pp.27-29 5.5.1-5.5.3 ライセンスの付与 
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/index.php?active_action=repository_view_main_item_detail&page_id=46&block_id=79&item_id=128&item_no=1



今後の課題

• RDMについて、学術研究・産学官連携推進本部内における理解を深める。 
- 会議でのオーソライズ 
- URAに対する説明会の実施 

• RDM主幹組織である情報戦略室や図書館と、組織としての連携を強化すると
ともに、役割分担の明確化を図る。
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ご清聴ありがとうございました。
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